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社会背景

過疎化やマイカー普及
により、路線バスの撤退
が進み、生活交通の確
保が大きな課題に
要介護者や身体障害

者などに対するドア・
ツー・ドアの移動サービ
ス（ＳＴＳ）」の需要が急
増
→その普及方策も課題
となる。

地域公共交通の大
半は、収益性が低く、
運賃のみで採算を確
保することが不可能
な状況

近年における急速な
少子高齢化の進展、移
動のための交通手段に
関する利用者の選好の
変化により地域公共交
通の維持に困難を生じ
ている

本格的な人口減少時代が
到来し、都市間競争など
のグローバリゼーションも
更に進展すると見込まれ
る。こうした中、日本の国
土のあり方、経済発展の
維持や日本再建の実現が
どうあるべきかの観点か
ら、交通政策にも長期視
点による推進が必要となっ
た。

人口減少、少子高齢化
が加速度的に進展
地方では、公共交通機
関の輸送人員の減少に
より、公共交通ネット
ワークの縮小やサービ
ス水準の一層の低下が
懸念

法律制定・
改正

道路運送法改正 道路運送法改正 地域公共交通の活性
化及び再生に関する法
律施行

交通政策基本法施行 改正地域公共交通活
性化・再生法施行

関連施策

地域公共交通会議を
位置付け

・地域公共交通総合連
携計画（3年間）を位置
付け
→地域公共交通活性
化・再生総合事業補助
金創設
・地域公共交通活性化
協議会を位置付け

都市・地域総
合交通戦略事
業について計
画策定及び事
業推進につい
て国が支援を
位置付け

地域公共交通
活性化・再生
総合事業補助
金廃止
→地域公共交
通確保維持改
善事業補助金
創設

地域公共交通網形成
計画を位置付け
→地域公共交通再編
実施計画を策定し、国
の認定を得ることで支
援が受けられる。

法の目的、
改正内容

・乗合バス事業における
需給調整規制の廃止→
新規事業者の参入、利
用者ニーズに応じた運
賃、サービスの多様化
・交通事業者の意思の
みで路線廃止が可能

・地域公共交通を維
持するためには、事
業者や行政に加え、
受益者である地域住
民の主体的な取り組
みが必要
・コミュニティバスや
デマンド交通、乗合タ
クシー等もすべて乗
合バス事業に位置付
け
・市町村、ＮＰＯ等に
よる自家用自動車に
よる有償運送を可能
とする

・地域公共交通の維持
に困難を生じていること
等の社会経済情勢の
変化に対応し、地域住
民の自立した日常生活
及び社会生活の確保、
活力ある都市活動の実
現、観光その他の地域
間の交流の促進並びに
交通に係る環境への負
荷の低減を図る等の観
点から地域公共交通の
活性化及び再生を推
進する。

・国民等の交通に対する
基本的需要の充足

国民の自立した生活の
確保

活発な地域間交流･国
際交流

物資の円滑な流通
・交通機能の確保、向上
・豊かな国民生活の実現
・国際競争力の強化
・地域の活力の向上大規
模災害への対応
・環境負荷の低減
・交通の安全の確保

・人口減少社会におい
て地域の活力を維持、
強化するため、コンパク
トなまちづくりと連携し、
地域公共交通ネット
ワークを確保する。
①地方公共団体が中
心となり、
②コンパクトシティの実
現に向けたまちづくりと
連携し、
③地域全体を見渡した
面的な公共交通ネット
ワーク
を再構築

本市の状
況・出来事

7月廃止
申出
・坂戸線
など8路
線→上
郷線と中
之郷線
の一部
廃止

10月廃止
申出
・くらがり
線

9月廃止申
出
・岡崎西尾
線など5路
線
→
02/09/30
廃止

額田町と合併
→くらがり線を額田町
委託路線から補助路
線へ

1月廃止申出
・岡崎線など14路線

2月廃止申出
・岡崎幸田線
→廃止、なお岡崎市内
分は上地循環線として
再編

本市の動き

(額田町)
→くらがり
線を委託
路線化

・ぬかた巡回バスを
継続
（各地区を週1回巡
回）
・額田地域生活交通
協議会を立ち上げ

・廃止申出路線
→単市補助金による運
行継続を決定
・岡崎市交通政策会議
設置、活性化再生法及
び道路運送法の法定
協議会としても位置づ
け
・岡崎市総合交通政策
策定
・まちバス実証運行開
始

・岡崎市地域公
共交通総合連携
計画を策定
→実証運行開始
矢作病院線、

大門病院線、額
田病院線、岡崎
エクスプレス、下
山地区線
・額田地域4学区
にバス委員会を
立ち上げ

・実証運行開
始
→矢作循環
線、 形埜地
区線、宮崎地
区線、豊富・夏
山地区線

・岡崎市まちな
か総合交通戦
略策定→国の
認定を得る
・東岡崎駅交
通施設整備事
業着手→橋上
東改札口工事

・岡崎幸田線廃止に関
し、地域住民に説明会
を開催（上地・福岡学
区）
・矢作地域、まちなか
地域及びまちバス乗客
アンケート実施

・岡崎市まちなか
総合交通戦略中
間評価実施
・地域公共交通
網形成計画策定
予定
・まちバス乗車券
サービス店アン
ケート実施
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